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令和４年度  地区別地域福祉委員連絡会開催！令和４年度  地区別地域福祉委員連絡会開催！

社協ホームページ

　令和４年度に地域福祉委員に就任された方 106 名を対象に、社協の事業内容と地域福祉

委員に期待される役割や活動内容について理解していただくことを目的として「地域福祉委

員連絡会」をそれぞれの地区ごとに開催しました。

　6月 12日（日）、6月 26日（日）、7月 3日（日）と３日間で開催し 77名の参加がありました。

　地域福祉委員には、集落の福祉活動のリーダーとして、サロンへのお誘いやひとり暮らし

高齢者等への懐中電灯の配布などを通じた訪問活動をとおして、集落内の見守りやご近所で

困っておられる方などを早期発見していただく等の役割が期待されます。

　グループに分れて交流・意見交換をする中で、それぞれの集落の状況や困りごとなどを知

る機会にもなり、有意義な連絡会となりました。

主な内容

　☆令和３年度事業報告　　☆令和３年度決算報告、貸借対照表　　☆支え愛マップ

　☆令和４年度事業計画、収支予算　　☆手話奉仕員養成講習会　　☆買物支援　　
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令和３年度　事業報告令和３年度　事業報告

　令和３年度は、前年から継続している新型コロナウィルス感染症が一向に収束しない状況

で、社会経済状況と人々の生活が不安定の状態のまま社会福祉協議会の事業運営についても

様々な影響があり、会議や事業の中止を余儀なくされた一年であった。

　当初の事業計画においては、①法人組織体制の基盤整備　②地域福祉推進計画に沿った取

り組みの具体化　③配食サービス事業のあり方の検討　④災害や感染症に対応するボラン

ティアセンター事業の推進強化　⑤アウトリーチによる包括的支援体制の推進の５点を重点

目標にかかげて取り組みを行うこととしていた。

 　法人組織体制については、新たな役員・評議員の体制を６月よりスタートさせた。行政や

地域振興協議会等と関係者とが連携して推進していく予定だった「地域福祉推進計画」の具

体的な取り組みについては、コロナ感染予防やワクチン接種等との関係でなかなか進めるこ

とにはならなかったが、「社会福祉充実計画」の変更について議論する中で、地域の課題に

向き合い、課題解決に向かって住民参加の促進につながるような取り組み方法について関係

者との協議を行った。

  「見守り」を目的として行ってきた「配食サービス」は、HACCP（ハサップ）への対応と

して、調理形態を変更することや合併後にもずっと地域間格差を生じていたお弁当の提供回

数の統一はできたものの、調理ボランティア同士の「つながり」を継続的に確保していくこ

となどには十分対応することができなかった。

 　コロナ禍の中では、人が「集う」ことに制限があり、「配食サービス」や「いきいきサロ

ン」の休止もやむをえず、それが長引くと地域での高齢者の孤立をもたらすことにもなりか

ねない。そのため地域福祉を進める上で最も大切な、人と人とのつながりが断たれないため

の新たな方策についても検討していく必要があり今後の課題でもあった。

 　新型コロナウィルス感染症の影響は事業の中止等が求められる一方で、減収や休業、失業

等により収入減でお困りの世帯への一時的な生活資金の貸付事務への対応など、生活に困窮

している方々が地域で経済的に安心して暮らすための支援として、緊急小口資金特例貸付、

総合支援資金貸付業務など、年間を通じての資金貸付業務も重要な取り組みであった。

皆様からの会費・寄付の使い道皆様からの会費・寄付の使い道

会費

いきいきサロン助成

地域振興協議会助成

諸会費など

生活相談事業

会員宅への香典・弔電・

寄付者へのお供え

寄付

地域福祉委員委嘱

いきいきサロン助成

配食サービス事業

福祉バス運営事業

ボランティアセンター事業

28.1%

16.8%
18.0%

14.1%

22.9%
23.5%

21.1%

23.2%

10.5%

21.7%
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令和３年決算　資金収支計算書
（自）令和３年 4月 1日　（至）令和４年 3月 31 日 （単位：円）
収　　入

  3,294,000 

 2,125,420 

 39,204,919 

 16,796,300 

 1,332,269 

 1,688 

 753,865 

 215,398 

 63,723,859 

支　　出

  42,830,595 

 3,397,089 

 11,625,110 

 2,220,952 

 1,248,121 

 4,189,200 

 37,000 

 168,300 

 205,398 

 65,921,765 

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

事 務 費 支 出

そ の 他 の 支 出

共同募金助成金事業費

助 成 金 支 出

負 担 金 支 出

固定資産取得支出

長 期 貸 付 金 支 出

支出合計

会 費 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

受 託 金 収 入

事 業 収 入

受取利息配分金収入

そ の 他 の 収 入

長期貸付金回収収入

収入合計

貸 借 対 照 表 （単位：円）令和４年３月 31日現在

流動負債

　事業未払金

　未払費用

　職員預り金

　賞与引当金

負債合計

純資産の部

  8,026,077 

 3,145,534 

 675,813 

 1,113,880 

3,090,850 

 8,026,077 

会計名 資産の部

一
般
会
計
・
公
益
事
業
特
別
会

計
合
算

負債の部

基本金

国庫補助金等特別積立金

　国庫補助金等特別積立金

　次期繰越活動増減差額

（うち当期活動増減差額）

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

流動資産

　現金預金

　未収金

　仮払金

固定資産

基本財産

その他の固定資産

　土地

　建物

　車両運搬具

　器具及び備品

　ソフトウェア

　長期貸付金

　長期前払費用

資産の部合計

  2,000,000 

 29,753,076 

 29,753,076 

 108,956,379 

-7,264,922 

 140,709,455 

 148,735,532 

  82,962,332 

 82,856,375 

 62,109 

 43,848 

 65,773,200 

 2,000,000 

 63,773,200 

 3,500,000 

 50,933,121 

 8,199,055 

 1,031,724 

 - 

 40,000 

 69,300 

 148,735,532 

収支不足額については、令和２年度末資金残高より補填
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令和４年度事業計画

①住民との協働による課題発見機能の強化

②福祉活動促進のための協議の場づくりの支援

③福祉を担う人材の発掘と育成

④各種研修事業を含めた福祉学習の推進

⑤ボランティアセンターの機能強化

︿
重
点
目
標
﹀

主な実施計画

支出

61,087

収入

61,452

会費収入　3,291事業収入　1,923

長期貸付金回収収入
200

その他の収入
607

受取利息配当金収入
2

法人運営事業
37,658

法人運営事業
37,658

地域福祉推進事業
4,013

生活相談支援事業
401

日常生活
自立支援事業

985

ボランティア
センター事業

496

あいのわ
銀行事業
1,346

福祉バス
運営事業
2,334

（単位：千円）

配食サービス事業
3,059

生活困窮者
自立相談支援事業

11,160 

寄附金収入
2,213

補助金収入
36,437

受託金収入
16,414

令和４年度収支予算

２．地域福祉推進事業
⑴　地域福祉ネットワーク

　　活動

⑵　福祉活動促進のための

　　基盤強化と活動支援事業

⑶　いきいきサロン活動支援

　　事業

３．生活相談支援事業
⑴　総合相談事業の実施

⑵　福祉資金貸付相談の実施

⑶　日常生活自立支援事業の

　　実施

⑷　生活困窮者自立相談支援

　　事業の実施

⑸　生活支援コーディネーター

　　設置事業の実施

１．法人運営事業
⑴　法人組織の基盤づくり

⑵　社協活動基盤強化への

　　取り組み

⑶　広報啓発活動の実施

４．ボランティア
　　　　センター事業
⑴　福祉教育関連事業

⑵　ボランティアセンター

　　機能の充実

⑶　あいのわ銀行の運営

５．地域生活支援事業
⑴　配食サービスの実施

⑵　福祉バスの運営

収支不足額については、令和３年度末資金残高より補填
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受講者募集
２０２2 年度手話奉仕員養成講習会

　きこえない・きこえにくい人のコミュニケーション支援を行う手話奉仕員を養成
するため、講習会を開催します。

内　容
　厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに準じて実施
　（１）実技　（２）聴覚障害者福祉等に関する講義

対　象
　きこえない・きこえにくい人等の福祉に理解と熱意を有する方（高校生以上）

とき・ところ・定員

受　講　料
　２，０００円（テキスト代別途）

受講申込方法及び申込期限
◎受講申込方法
　郵　　送：手話奉仕員養成講習会受講申込書に記入し、申込書記載の住所宛に
　　　　　　　　「入門編受講申込書在中」と赤で記入の上、郵送してください。
　Ｆ Ａ Ｘ ：ＦＡＸ送信後、問い合わせ先へ確認の電話をしてください。
　申込ﾌｫｰﾑ：当協会ホームページまたは、案内申込書記載のQRコードからアクセス可能。

◎受講申込締切
　2022年8月31日（水）必着

受講申込先・問い合わせ先 
　〒６８２－０８２２　倉吉市葵町７２４－１５
　　　　鳥取県中部聴覚障がい者センター　養成講習会（手話）事務局
　　　　TEL：０８５８（２７）２３５５／FAX：０８５８（２７）２３６０
　　　　担当：伊藤・深田（application@torideaf.jp）

受講期間会場

西部
会場

日時会場

２０名

定員

米子コンベンションセンター
（米子市末広町294）他

19：00
～20：30

2022年９月15日
　　　～2023年２月16日
毎週木曜日（21回）

【入門編】
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※災害時要支援者対策促進事業では南部町

　は７万５千円以内の補助が受けられます。

社会福祉協議会がお手伝い致します。

一緒に取り組みましょう！

どうぞお気軽にお問合せ下さい。

皆さんで集まって集落のことを話合う機会にご活用ください。

普段からの関わり合いが災害時の助け合いに繋がります。

避難所運営について 車いす介助について

令和３年度の活動風景です。

こちらの集落では地域支え愛会議を開催し避難所運営や

車いす介助など実用的な内容で活発に意見が交わされました。

活動のご紹介

支え愛マップづくり
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　南部町社会福祉協議会は、地域で福祉活動に関わっておられる方々と連携しながら、買物

に困難を抱えておられる主に高齢者の方を対象に丸合の駐車場まで送迎し、周辺の店舗で買

い物していただける「買物支援」に取り組むことと致しました。

　ご利用は、登録制で運賃はかかりませんが、登録時に登録料をいただく予定としています。

また、買物の頻度は各地区で週 1 回程度、社協のワゴン車を使用し、運転手 1 名、介助者 1

名の体制で運行させていただく予定となっております。

利用対象者について

●独居の高齢者（65歳以上）または高齢者世帯他

●最寄りの集合場所まで来ることができ、買い物時、一人で店舗内を移動し、会計も自

　分で行うことが可能な方

●普段は他の手段で買い物をしているが、自分で直接商品を見て買い物をしたい方など

子ども服リユース
赤い羽根共同募金助成事業

令和４年６月２日（木）総合福祉センターしあわせにて「子ども服譲渡会」を実施しました。
今回は４６名の方が来場され、赤い羽根共同募金へのご協力も頂きました。

次回の譲渡会は令和４年１１月頃を予定しています。
詳細が決まりましたらフェイスブックやチラシにてお知らせします。

保管場所が手狭である為、今年
度より大型の子ども用品は
チャイルドシート、ベビーカー
限定とさせて頂いております。
今回、良品のお持ち込みが多く
ほとんどの大型用品が即日のお
譲りとなりました。
今後ともご理解とご協力をよろ
しくお願い致します。

　　　　　　　　http://w
w
w
.nanbushakyo. com/

社協ホームページ

譲渡会を開催しました！

買物を通じた地域生活支援を始めます買物を通じた地域生活支援を始めます



　最
近
、
同
級
生
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
と
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ど
こ
か
で
体
調
の
話
、
健
康

の
話
に
な
る
。
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
何
処
か

の
ポ
リ
ー
プ
、
前
立
腺
、
果
て
は
人
の
名
前
が
で
て

こ
な
い
な
ど
延
々
と
続
く
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
予

防
・
改
善
の
た
め
に
ど
こ
ど
こ
の
サ
プ
リ
を
試
し
て

い
る
が
、
効
果
が
有
る
の
か
無
い
の
か
、
た
だ
や
め

る
と
更
に
悪
化
す
る
の
で
は
？
と
や
め
ら
れ
ず
メ
ー

カ
ー
の
罠
に
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
な

ど
と
ぼ
や
い
て
い
る
。

　今
年
の
２
月
に
人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
し
た
。
結
果
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な
っ
て
お
り
対
応

と
し
て
、
適
度
な
運
動
と
間
食
な
ど
を
し
な
い
よ
う

食
生
活
の
改
善
が
必
要
で
は
と
の
こ
と
で
、
３
月
に

再
受
診
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
間
食
は
し
な
か
っ
た

の
だ
が
適
度
な
運
動
は
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

残
念
な
が
ら
一
カ
月
で
は
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
何
も
支
障
が
な
い
の
で
あ
ま

り
気
に
も
な
ら
な
い
の
だ
が
、
動
脈
硬
化
か
ら
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、

症
状
が
表
に
出
た
と
き
は
時
す
で
に
遅
し
と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
男
の
健
康
寿
命
は
七
二

歳
、
少
な
く
と
も
そ
こ
だ
け
は
無
事
に
や
り
過
ご
し

た
い
と
思
う
毎
日
で
す
。

　終
わ
り
に
、
こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
悲
惨
な
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
T
・
I

︶

編
集
後
記

編
集
後
記

8

故人名寄付者名 集落名 金　額 故人名寄付者名 集落名 金　額

西

田住

能竹

坂根

天萬 4番組

上阿賀

下阿賀

天萬 4番組

法勝寺 7区

博人

小林　一郎

重子

範夫

克仁

雅一

喜美江

靜枝

嘉千文

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

鶴田

倭

東西町 4区

早田

浅井

原

境

奥絹屋

浅井

幸雄

喜

芳子

シゲコ

多佳美

眞智子

義明

節郎

純子

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

香　典　返　し

　頂戴しました寄付金は、地域福祉委員の活動費・いきいきサロン活動助成金・福祉バス運営経費・配食サ

ービス事業など福祉活動の財源として活用させていただいています。

（敬称は省略させていただきました。）

（令和４年５月31日受付まで）

倉　鋪　千鶴子

田　中　由　美

三　浦　敏　人

桒　名　�美子

山　根　和　子

秦　　　登志郎

白　井　勝　昭

森　脇　　　誠

景　山　正　昭

野　口　洋　一

田　邉　誠　司

生　田　俊　作

遠　藤　三　留

赤　井　洋　氏

田　中　　　勉

渡　邉　宏　子

影　山　勇　雄

板　持　俊　博

◎ご寄附の際に、広報紙への掲載を同意された方のみ載せています。
◎寄附金額等の記載につきましては、寄附者ご本人の意思によるものです。

令和４年５月発行　なんぶ社会福祉だよりNO.69 において誤りがありました。

深くお詫び申し上げますとともに、以下の通り訂正させていただきます。

P2　お問い合わせ先：南部町社会福祉協議会　66-2990　⇒　66-2900
P5　地域福祉委員名簿内　　原区　坪内雄三　⇒　原区　坪内勇三

お詫びと訂正


